


















1)　 韓燕麗「再論国防電影」『二十世紀中国的社会与文化』北京：中国社会科学院出版社、2013 年 3 月、
105-124 頁；韓燕麗「戦時中の重慶における官営撮影所の映画製作について─『東亜之光』
























ディアン』（The Manchester Guardian）の通信員である H・Ｊ・ティンパーレ
イによる前書きがあり、そこにはヴェスパの経歴、そして本書が公刊されるまでの
3)　施燄「関於『電影出国』」『新華日報』1939 年 1 月 10 日。
4)　 「関於『日本間諜』　一部不可忽視的影片」『国民公報』1939 年 12 月 3 日。「『日本間諜』昨晩































































































ある。イギリスの出版社 Victor Gollancz Ltd. とアメリカの出版社 Little, Brown 





　ヴェスパの著書の中国語版は 1939 年 2 月に、『「神明的子孫」在中国─一個
日本情報員的自述』（「神の子」が中国にいる─一人の日本諜報員の自叙」）12) と
いう書名で重慶の国民出版社より出版された。すぐに同年の 4 月に、重慶に移っ






11)　 イギリスとアメリカで出版された順序を把握できていないが、1941 年にアメリカの Garden 






























慶市文化局電影処『抗日戦争時期的重慶電影 1937-1945』重慶出版社、1991 年、580 頁による。
14)　 呉樹勛「『日本間諜』是怎様製成的」『新民晩報』、1943 年 6 月 26 日。
15)　 もう一つの官営撮影所である中央電影撮影場も、空襲で爆撃を受けたことがあり、1941 年 5


























17)　『掃蕩報』、1943 年 4 月 21 日。
18)　 当時の新聞に、着物や冬物の服装を提供するよう呼びかける記事があった。「関与『日本間諜』
─一部不可忽視的影片」、同上。
19)　「『日本間諜』昨晩首次献映　観者誉為成功作品」『掃蕩報』、1943 年 4 月 21 日。


















り、日本捕虜 200 人あまり、ロシア探偵を演じる 6 人、義勇軍 3000 人、日本憲兵
400 人あまり、それ以外に中国人や外国人の群衆を演じる 1 万人くらいが必要であ

































23)　 例えば 1940 年 2 月の新聞記事には、「今週中に中国電影製片廠の『日本間諜』の撮影現場見





























































































































1936 年 12 月に起こった西安事変で蒋介石が拉致監禁された後、彼はようやく民衆
の愛国運動を解禁し、諸党派による共同救国に応じたのだが、ヴェスパが満州から





212-213 頁。なお、陽翰笙による日記の日付と照らし合わせてみると、1943 年４月 28 日から
の上映停止は、およそ当局の命令によるやむを得ない上映停止だった。
図 8
87
韓：戦時中の重慶における映画製作について
な、不法なる軍事的圧迫に反抗する蹂躙された民衆の抗議並びに抵抗運動」31) だと、
国連大使の言葉を引用しながら正確に定義した。しかし政府の最高指導者が原作作
者や映画製作者の考え、そして史実までも無視し、一本の映画のテクストに対して
具体的な指令を出したのは、恐らく『日本間諜』が中国映画史上における最初の事
例だっただろう。残念ながら戦後になってから、このようなことはまた絶えずに中
国映画史において起きているが、そのいずれの干渉も映画作品に残念な結果をもた
らしただけであるのは言うまでもないことである。
おわりに
　本論は『日本間諜』という異色の映画作品が生成するまでの過程をつぶさに探り、
さらにその作品のテクストを具体的に分析することによって、戦時中の中国官営撮
影所における映画製作状況の一端を明らかにした。
　海外に発信する役割をも担っていた戦時中の中国官制国防映画は、それまで上海
の私営映画会社にはできなかった大規模な映画製作を可能にした一方、国家イデオ
ロギーの制限のもと、その表現の自由が根本から厳しく制約されていたのである。
31)　ヴェスパ、同上、159 頁。
